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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年7月9日(2020.7.9)

【公開番号】特開2020-78352(P2020-78352A)
【公開日】令和2年5月28日(2020.5.28)
【年通号数】公開・登録公報2020-021
【出願番号】特願2020-36624(P2020-36624)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/85     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2015.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/755    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/62     ＺＮＡＺ
   Ｃ１２Ｎ   15/85     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/02     　　　Ｃ
   Ａ６１Ｐ    7/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｙ
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/76     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/12     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/755    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月22日(2020.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセットであって、（ｉ）第一のポリヌクレ
オチドおよび（ｉｉ）第二のポリヌクレオチドを含み、ここで、
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（ｉ）前記第一のポリヌクレオチドが、
　（ａ）ｖｏｎ　Ｗｉｌｌｅｂｒａｎｄ因子（ＶＷＦ）断片であって、ＶＷＦのＤ１ドメ
イン、Ｄ２ドメイン、Ｄ’ドメイン、およびＤ３ドメインを含む、ＶＷＦ断片
　（ｂ）第一のＸＴＥＮ配列、および
　（ｃ）第一のＦｃ領域
を含む第一のポリペプチド鎖をコードし、
（ｉｉ）前記第二のポリヌクレオチドが、
　（ａ）第ＶＩＩＩ因子（ＦＶＩＩＩ）タンパク質であって、前記ＦＶＩＩＩタンパク質
中に挿入された第二のＸＴＥＮ配列を有する、ＦＶＩＩＩタンパク質、および
　（ｂ）第二のＦｃ領域
を含む第二のポリペプチド鎖をコードし、ここで、
　前記第一のＸＴＥＮ配列が、リンカーにより前記第一のＦｃ領域と連結されており、
　前記第一のＸＴＥＮ配列が、配列番号１３１と少なくとも８０％同一であるアミノ酸配
列を含み、
　前記第二のＸＴＥＮ配列が、配列番号３９と少なくとも８０％同一であるアミノ酸配列
を含み、
　前記第一のＦｃ領域が、ジスルフィド結合により前記第二のＦｃ領域と連結される、
ポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセット。
【請求項２】
　前記第二のポリヌクレオチドにコードされる前記ＦＶＩＩＩタンパク質が、Ｂドメイン
またはその一部を含む、請求項１に記載のポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセ
ット。
【請求項３】
　前記第二のポリヌクレオチドにコードされる前記ＦＶＩＩＩタンパク質が、全長成熟型
ヒト第ＶＩＩＩ因子（配列番号４）のアミノ酸１～７４５を含み、前記第二のＸＴＥＮ配
列が、全長成熟型ヒトＦＶＩＩＩ（配列番号４）の７４５残基に対応する挿入部位のすぐ
下流で前記ＦＶＩＩＩタンパク質中に挿入される、請求項１～２のいずれか一項に記載の
ポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセット。
【請求項４】
　前記第二のポリヌクレオチドにコードされる前記ＦＶＩＩＩタンパク質が、一本鎖ＦＶ
ＩＩＩアイソフォームである、請求項１～３のいずれか一項に記載のポリヌクレオチドま
たはポリヌクレオチドのセット。
【請求項５】
　前記第一のポリヌクレオチドにコードされるＶＷＦの前記Ｄ’ドメインが、配列番号２
のアミノ酸７６４～８６６と少なくとも９５％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１
～４のいずれか一項に記載のポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセット。
【請求項６】
　前記第一のポリヌクレオチドにコードされるＶＷＦの前記Ｄ’ドメインが、配列番号２
のアミノ酸７６４～８６６に記載のアミノ酸配列を含む、請求項１～５のいずれか一項に
記載のポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセット。
【請求項７】
　前記第一のポリヌクレオチドにコードされるＶＷＦの前記Ｄ３ドメインが、配列番号２
のアミノ酸８６７～１２４０と少なくとも９５％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項
１～６のいずれか一項に記載のポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセット。
【請求項８】
　前記第一のポリヌクレオチドにコードされる前記ＶＷＦ断片が、配列番号２のアミノ酸
２３～１２４０と少なくとも９９％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１～７のいず
れか一項に記載のポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセット。
【請求項９】
　前記第一のポリペプチド鎖が、配列番号１１９のアミノ酸配列と少なくとも９０％同一
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であるアミノ酸配列を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載のポリヌクレオチドまた
はポリヌクレオチドのセット。
【請求項１０】
　前記第二のポリペプチド鎖が、配列番号１０３のアミノ酸配列と少なくとも８０％同一
であるアミノ酸配列を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載のポリヌクレオチドまた
はポリヌクレオチドのセット。
【請求項１１】
　ポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセットであって、第一のポリヌクレオチド
および第二のポリヌクレオチドを含み、ここで、
　前記第一のポリヌクレオチドが、配列番号１１９と少なくとも８０％同一であるアミノ
酸配列を含む第一のポリペプチド鎖をコードし、
　前記第二のポリヌクレオチドが、配列番号１０３と少なくとも８０％同一であるアミノ
酸配列を含む第二のポリペプチド鎖をコードする、ポリヌクレオチドまたはポリヌクレオ
チドのセット。
【請求項１２】
　Ｐａｉｒｅｄ　ｂａｓｉｃ　Ａｍｉｎｏ　ａｃｉｄ　Ｃｌｅａｖｉｎｇ　Ｅｎｚｙｍｅ
（ＰＡＣＥ）をコードするポリヌクレオチドをさらに含む、請求項１～１１のいずれか一
項に記載のポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセット。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載のポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセ
ットを含む、宿主細胞。
【請求項１４】
　前記宿主細胞が、哺乳類細胞である、請求項１３に記載の宿主細胞。
【請求項１５】
　前記哺乳類細胞が、ＨＥＫ２９３細胞、ＣＨＯ細胞、またはＢＨＫ細胞である、請求項
１４に記載の宿主細胞。
【請求項１６】
　前記哺乳類細胞が、ＨＥＫ２９３細胞である、請求項１５に記載の宿主細胞。
【請求項１７】
　前記哺乳類細胞が、ＨＥＫ２９３Ｆ細胞である、請求項１４に記載の宿主細胞。
【請求項１８】
　前記宿主細胞が、前記ポリヌクレオチドまたはポリヌクレオチドのセットで安定的にト
ランスフェクトされている、請求項１４～１７のいずれか一項に記載の宿主細胞。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の宿主細胞を含む、安定細胞株。
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